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ご
挨
拶 

 

陽
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
度
も
始
ま
り
生
活
パ

タ
ー
ン
の
変
わ
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
リ
ズ
ム
の
変
化
は
体
調
不
良
の
一
因
に
も
な
り
ま

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
と
も
重
な
り
ま
す
。
ご
自
愛
い
た
だ

き
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
連
日
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
の
「
相
互
関
税
」
発
動
の
ニ
ュ
ー
ス
。
関
税
の
大
幅
引

き
上
げ
に
伴
い
、
株
価
は
連
日
乱
高
下
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
の
政
策
は
、
経
済
の
混
乱
だ
け
で
な
く
、
戦

後
国
際
社
会
が
築
き
上
げ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
や
理
念
自
体

を
も
壊
し
か
ね
な
い
、
と
識
者
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
今

回
は
、
ご
挨
拶
に
変
え
て
２
本
の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

１
本
目
は
、
４
月
１
０
日
付
毎
日
新
聞
オ
ピ
ニ
オ
ン
面
、

千
葉
大
特
任
教
授
・
酒
井
啓
子
氏
の
コ
ラ
ム
「
日
本
は
国
際

協
調
の
気
概
を
」
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
の
米
国
の

変
化
か
ら
、
日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
長
を
も
歴
任
し
た

酒
井
氏
が
、
あ
る
べ
き
日
本
の
姿
を
一
考
し
ま
す
。 

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
成
立
を
機
に
、
い
っ
た
ん
停
戦
が
成

立
し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
ガ
ザ
地
区
攻
撃
は
、
３
月

１
８
日
、
ハ
マ
ス
に
よ
る
人
質
解
放
の
遅
れ
な
ど
を
理
由

に
再
開
さ
れ
た
。
ガ
ザ
で
の
死
者
は
、
戦
闘
開
始
か
ら
５
万

人
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
救
援
の
た
め
に

活
動
す
る
人
道
支
援
機
構
は
、
容
赦
な
い
攻
撃
で
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

下
の
米
政
府
に
よ
る
資
金
拠
出
の
減
少
も
あ
り
、
十
分
な

活
動
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
米
国
際
開
発
局
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
）
の
廃
止
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
手
の
ひ
ら
返
し
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
従
来
の
米
国
の
対
外
的
協
調
関
係
を
こ
こ

ま
で
軽
ん
じ
る
こ
と
に
は
、
衝
撃
を
隠
せ
な
い
。
米
国
の
現

在
の
振
舞
い
を
一
言
で
い
え
ば
、「
自
由
民
主
主
義
を
標
榜

し
、
他
者
と
の
共
存
と
平
等
を
守
る
優
等
生
を
演
じ
る
こ

と
に
は
飽
き
飽
き
し
た
。
本
音
で
生
き
て
何
が
悪
い
。」
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
本
音
と
は
、
自
国
に
お
け
る
人
種
的
優

越
性
の
主
張
や
領
土
的
野
心
を
隠
さ
ず
、
不
要
な
他
者
は

国
外
に
追
放
し
て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
常

識
の
転
覆
の
最
大
の
例
は
、
他
者
の
生
存
権
に
対
す
る
驚

く
ば
か
り
の
軽
視
だ
。
ま
た
、「
他
者
を
追
い
出
す
」
と
い

う
姿
勢
は
、
教
育
・
研
究
界
で
も
見
ら
れ
る
。
ガ
ザ
戦
争
の

激
化
で
、
米
国
で
は
多
く
の
大
学
で
戦
争
批
判
、
米
政
権
の

対
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
事
支
援
の
反
対
デ
モ
や
座
り
込
み
が
展

開
さ
れ
て
き
た
。
学
生
の
抗
議
運
動
に
警
察
、
治
安
部
隊
が

介
入
し
、
そ
の
政
府
批
判
を
封
殺
す
る
こ
と
は
、
バ
イ
デ
ン

政
権
下
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

よ
る
学
生
運
動
弾
圧
は
、
リ
ベ
ラ
ル
思
想
の
根
幹
を
な
す

米
名
門
大
学
全
体
へ
の
否
定
、
攻
撃
に
発
展
し
て
い
る
。
奨

学
金
給
付
を
は
じ
め
提
供
さ
れ
る
政
府
予
算
は
軒
並
み
カ

ッ
ト
さ
れ
、
教
育
内
容
の
改
変
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
３
月

１
０
日
、
米
教
育
省
は
６
０
の
大
学
に
対
し
て
、
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
の
疑
い
あ
り
と
し
て
、
そ
の
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
多

く
の
学
者
、
学
会
が
抗
議
の
声
を
上
げ
る
も
、
大
学
は
政
府

か
ら
の
資
金
を
人
質
に
取
ら
れ
身
動
き
が
取
れ
な
い
。
人

種
主
義
的
差
別
に
加
え
「
学
問
の
自
由
」
「
表
現
の
自
由
」

を
も
侵
害
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、「
知
」
や
「
理
（
こ
と
わ
り
）」
そ
の
も
の

が
危
機
に
あ
る
現
状
で
、
日
本
が
貢
献
で
き
る
余
地
は
大

き
い
。
欧
米
諸
国
が
次
々
に
自
由
と
民
主
主
義
を
放
棄
す

る
中
、
今
こ
そ
日
本
が
そ
の
流
れ
に
抗
し
、
学
問
の
自
由
と

国
際
協
調
、
人
道
支
援
の
中
核
と
し
て
存
在
を
示
す
べ
き

だ
。
幸
い
、
日
本
の
学
問
、
表
現
空
間
に
お
い
て
は
、
一
部

問
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
一
定
の
自
由
と
民
主
主
義
が
保
た

れ
て
い
る
。
欧
米
に
拒
否
さ
れ
た
学
生
・
学
問
の
セ
ン
タ

ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
（
卓
越
さ
れ
た
研
究
機
関
）
を

確
立
す
る
く
ら
い
の
目
標
、
気
概
を
も
っ
て
ほ
し
い
。 



２
本
目
は
、
４
月
１
０
日
付
日
経
新
聞
オ
ピ
ニ
オ
ン
面
、

本
社
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
秋
田
浩
之
氏
の
「
日
欧
、
大
戦
を
阻

む
防
波
堤
に
」
で
す
。
秋
田
氏
は
、
い
ま
主
要
国
が
避
け
る

べ
き
こ
と
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
交
渉
術
と
し
て
高
関
税
を

振
り
回
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
楽
観
す
る
こ
と
と
、
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
意
図
を
読
み
、
最
善

の
対
応
を
一
考
し
ま
す
。 

第
３
次
世
界
大
戦
を
防
ぐ
、
と
豪
語
す
る
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
は
、
皮
肉
に
も
そ
の
危
険
を
高
め
て
い
る
。
相
互
関

税
上
乗
せ
は
９
０
日
間
停
止
に
な
っ
た
が
、
予
定
通
り
相

互
関
税
が
発
動
さ
れ
れ
ば
、
米
国
の
関
税
率
は
１
９
３
０

年
代
以
来
の
高
さ
に
跳
ね
上
が
る
。
米
国
は
１
９
３
０
年
、

高
関
税
を
発
動
し
、
保
護
貿
易
の
連
鎖
を
速
め
た
。
世
界
経

済
は
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
強
ま
り
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
向
か

っ
て
い
っ
た
。
歴
史
は
単
純
に
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
中
東
で
戦
争
が
続
く
な
か
、
似
た
よ
う
な
危
う

さ
が
世
界
を
覆
う
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
日
欧
の
動
き
が
今
後

の
歴
史
を
左
右
す
る
。 

ト
ラ
ン
プ
氏
の
目
的
は
単
に
貿
易
赤
字
を
減
ら
す
こ
と

で
は
な
い
。
彼
の
意
図
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

米
国
は
戦
後
、
同
盟
国
を
守
り
、
自
由
貿
易
体
制
を
保
つ
た

め
、
膨
大
な
コ
ス
ト
を
払
っ
て
き
た
。
８
９
年
に
米
ソ
冷
戦

が
終
わ
っ
た
後
も
、
米
国
の
防
衛
力
と
巨
大
市
場
に
各
国

は
た
だ
乗
り
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、
そ
う
し
た
「
搾
取
」
か

ら
米
国
を
開
放
す
る―

。
ま
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
不
動
産
業

で
染
み
つ
い
た
思
考
か
ら
、
世
界
は
弱
肉
強
食
で
あ
り
、
倫

理
で
動
く
わ
け
で
は
な
い
、
と
も
信
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

人
権
を
説
く
西
欧
を
さ
げ
す
み
、
ロ
シ
ア
や
中
国
の
指
導

者
に
公
然
と
親
近
感
を
示
す
。
さ
ら
に
１
期
目
と
異
な
り
、

ト
ラ
ン
プ
氏
に
苦
言
を
呈
す
る
閣
僚
や
側
近
は
い
な
い
。

ゆ
え
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
の
間
は
、
主
要
７
カ
国
（
Ｇ

７
）
は
死
に
体
だ
。
な
ら
ば
、
日
欧
は
「
Ｇ
６
」
を
足
場
に
、

他
の
民
主
主
義
国
に
も
連
携
を
広
げ
、
世
界
秩
序
が
崩
れ

る
の
を
防
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
韓
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
他
の
欧
州
主
要
国
が
対
象
に
な
る

だ
ろ
う
。
自
由
貿
易
を
壊
さ
な
い
た
め
に
、
日
英
と
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
で
き
る
こ
と
は
多
い
。
た
と
え
ば
、
昨
年
１

２
月
に
英
国
が
加
わ
っ
た
包
括
的
・
先
進
的
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
、
Ｅ
Ｕ
を
統
合
す
る
く
ら

い
の
案
を
検
討
す
べ
き
だ
。
実
現
す
れ
ば
、
自
由
貿
易
に
及

ぼ
す
効
果
は
大
き
い
。
英
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
の
分
析
に
よ

れ
ば
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｅ
Ｕ
に
韓
国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ

ス
を
あ
わ
せ
る
と
、
世
界
の
総
輸
入
量
の
約
３
分
の
１
を

占
め
る
。
こ
れ
は
米
中
の
４
分
の
１
を
上
回
る
。
も
ち
ろ
ん

急
場
し
の
ぎ
と
し
て
の
対
米
交
渉
は
必
要
だ
。
た
だ
、
自
由

貿
易
を
焼
き
尽
く
し
か
ね
な
い
山
火
事
が
襲
っ
て
い
る
の

に
、
自
分
た
ち
の
家
を
防
火
す
る
だ
け
で
は
、
問
題
は
解
決

し
な
い
。 

大
戦
リ
ス
ク
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
行
方
に
も
連
動
す

る
。
ロ
シ
ア
の
戦
時
体
制
は
中
国
が
支
え
て
い
る
。
中
ロ
は

軍
事
、
経
済
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
面
で
団
結
を
深
め
て
い

る
。
日
欧
は
地
政
学
上
、
中
ロ
を
挟
む
立
地
に
あ
る
。
中
ロ

と
向
き
合
い
、
制
御
す
る
た
め
、
日
欧
は
安
保
の
協
力
も
急

ぐ
時
だ
。
サ
イ
バ
ー
や
情
報
戦
争
へ
の
対
策
、
軍
事
技
術
の

開
発
な
ど
、
距
離
を
超
え
て
や
れ
る
こ
と
は
多
い
。
も
と
も

と
日
本
と
欧
州
は
良
い
関
係
に
あ
る
。
だ
が
親
友
と
い
う

よ
り
も
、「
遠
方
の
友
」
な
の
が
実
態
だ
。
お
互
い
に
と
っ

て
最
も
大
事
な
の
は
対
米
関
係
で
、
日
欧
の
優
先
度
は
二

の
次
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
は
、
も
う
終
わ
り
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
日
欧
は
互
い
を
い
ち
ば
ん
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
に
格
上
げ
し
、
経
済
や
外
交
、
安
保
の
協
力
を
劇
的
に

強
め
る
時
だ
。 

編
集
後
記 

こ
の
春
、
当
店
に
は
３
人
の
奨
学
生
が
入
店
し
ま
し
た
。
同
時
に
３
人
の
卒
業
生
を
見
送
り
ま
し
た
。
奨
学
生
と
共
に
働
く

私
に
と
っ
て
は
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
出
来
事
で
す
。
新
聞
配
達
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
う
。
大
変
な
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら

途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
し
て
し
ま
っ
た
奨
学
生
も
過
去
に
は
何
人
か
い
ま
し
た
。
そ
の
大
変
さ
を
近
く
で
見
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
当

店
に
配
属
さ
れ
た
奨
学
生
に
は
、
で
き
る
限
り
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。
ど
の
奨
学
生
も
入
店
時
は
不
安
と
希
望
を
か
か
え
て

上
京
し
て
き
ま
す
。
頑
張
っ
て
夢
に
近
づ
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
４
月
１
１
日
付
日
経
新
聞
「
サ
ッ
カ
ー
人
と
し
て
」

よ
り
、
キ
ン
グ
カ
ズ
こ
と
三
浦
知
良
選
手
の
名
物
コ
ラ
ム
に
、
新
入
社
員
に
送
る
素
敵
な
コ
メ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
た
。
簡
単

に
要
約
す
る
と
「
初
心
を
忘
れ
る
な
」
と
。
日
本
代
表
も
経
験
し
た
５
８
歳
大
ベ
テ
ラ
ン
の
コ
メ
ン
ト
、
重
み
を
感
じ
ま
す
。

追
っ
て
こ
の
場
で
３
人
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

次
回
２
７
号
は
２
０
２
５
年
５
月
１
８
日
発
行
予
定
で
す 


